





A Reconsideration of American Exceptionalism
─From the Viewpoint of the Superpower 












It was Alexsis de Tocville that first created the expression “American Exceptinalism ”.
He was a Frenchman and was a lawyer by profession and an aristocrat in the French social 
class. So he was very much astonished to face the American society system which was 
fundamentally and completely different from that of his mother country. In this thesis, I 
intend to reveal what American Exceptionalism really means in the context of the American 
history and in light of the collapse of the Cold War at the same time. And I would also like to 
reconsider American Exceptionalism after the United States of America has become the only 
superpower in the contemporary world and I would like to examine whether America is 
,what is called, “an empire” or not from the viewpoint of international relations.







































Church of England=the Anglican Church）から、信仰の自由を求めてやって来た人々は、清教
徒（Puritan）であった。これらの人々の中に、後にマサチューセッツ湾植民地総督になったジ
ョン・ウィンスロップ（John Winthrop）がいた。彼はボストンにやって来て、「聖書共同体」










































































































































ているかを数えてみると、32回使用されていた。そして演説の最後は、“God bless you , and 






















































より出来上がった国であり、WASP（＝White Anglo- Saxon Protestant）支配の時代もあった
が、現在では確実に崩れつつある。20年前であったならば、誰が黒人の大統領が登場すると想
像したであろうか。黒人、ヒスパニック、東洋人、スラブ系白人、ラテン系白人、ゲルマン系
白人、そしてアングロ・サクソン系白人という下からの暗黙の差別構造は形成されていたとし
ても、これだけの多様性を有するアメリカ社会にはユダヤ人が入り込める余地が残されていた
のである。
第三に、アメリカ社会においては、極端なまでの個人主義が強く、個人の成功や富はあくま
でも個人の努力の産物であるという考え方が、普遍的に形成されている。経営学がヨーロッパ
においては、なかなか学問として受け入れられなかったのに対し、アメリカでは容易に受け入
アメリカ例外主義再考 59
れられた背景には、富の追及が決して悪ではないという考え方が存在している。また、国家に
よる社会保険・社会保障がこれだけ抵抗を受けるのは、自分の努力で獲得した財産を税金とし
て、社会の敗残者また怠け者に分配することに、生理的に抵抗を感ずるのであろう。それ故に、
勤勉に努力をしてのし上がったユダヤ人は、正当化され易いのである。
『炎のランナー』（Chariots of Fire）という映画がある。第一次世界大戦直後のイギリスのケ
ンブリッジ大学を舞台にしている作品であるが、主人公はアングロ・サクソン系の純粋なイギ
リス人の宣教師と、他の一人は野心と劣等感に苛まれるユダヤ人学生である。ユダヤ人の方の
主人公が、「一つ忘れていたことがある。このケンブリッジ大学は所詮、アングロ・サクソン民
族と英国国教会の支配する場所である。どんなに頑張っても、僕はあくまでもユダヤ人である」
と学友に呟く場面がある。ヨーロッパにおける反ユダヤ主義を痛感する場面である。我々日本
人には、また広く言えば東洋人には、ユダヤ人問題の根深さは理解し難いであろう。
終わりに
さてこの小論では、「アメリカ例外主義」という命題を基底に据えながら、ピューリタニズ
ム、フロンティア精神、キリスト教とアメリカ特有の外交政策、アメリカの普遍主義、そして
ユダヤ人問題について考察を加えてきた。「アメリカは“帝国”なのか否か」という問題が、最
近頻繁に再度問われ始めている。ドミノ理論によって正当化されたベトナム戦争で疲弊しきっ
たアメリカが、ベルリンの壁の崩壊やソビエト連邦の崩壊などによって冷戦に打ち勝ち、最後
の超大国と考えられた矢先、9・11テロという非対称性の新たな形態の戦争にアメリカは巻き
込まれていった。
この拙論における問題提起が、国際関係論や地域研究の一助となれば幸いである。
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